
２０２０年３月２０日 

『２０２０年度 指導部の目標と６人制の重点指導項目』 

ＪＶＡ大会運営事業本部 審判規則委員会 指導部 

１ 目 標 

（１）審判員は，競技規則を理解するだけでなく，正確に適用する。 

（２）審判員は，ホイッスルやハンドシグナルを大切にし，基本的な動きや位置取り，手続き

を確実に行う。 

（３）審判員は，向上心を持ち，日頃から信頼されるよう多くの経験を積む努力をする。 

 

２ 重点指導項目 

【主 審】 

（１）不法な行為について 

・参加競技者の不法な行為に対しては，毅然とした態度で競技規則を適用する。 

・軽度な不法行為を見逃すことなく，早い段階でステージ１を与える。 

（２）ハンドリング基準について 

・クリニック等で基準の確認を行い，すべての審判員が統一できるようにする。 

・ラリーを継続するという理由で基準を下げない。 

・シングルハンドトスの反則の多くはキャッチの場合が多い。ただボールが回転したからと

いって反則にすべきではないが，反則が起こらないということではない。 

（３）サービス許可について 

・両チームがプレーをする準備ができ，サーバーがボールを持っていることを確認した後に

サービスを許可する。 

（４）最終判定の出し方について 

・ホイッスルをした後に，必要なラインジャッジと副審を確認し，最終判定を出す。 

 

【副 審】 

（１）不法な行為について 

・ネット際やベンチ等で，主審が気づかない不法な行為があれば主審に伝える。 

（２）ポジションの反則について 

・サービスヒットの前に移動したり，明らかに入れ代っているなどを見逃さない。 

・常に確認することを怠らない。反則があれば，試合の早い段階で反則とする。 

（３）タッチネットについて 

・選手がネット際でボールをプレーする動作中，ボールを追わずにネット際に目を残し判定

をする。 

（４）サービスヒット後について 

・サービスヒット後，サービスボールが副審側の許容空間外側を通過するか，あるいはアン

テナに触れるかを判定するために素早くネット上方に視線を移す。 
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（５）中断の要求について 

・ゲームの流れを読むとともに，ワンラリー毎にベンチコントロールを行う。 

・最終セットのチェンジコート後は，ポジションの確認をした後にリベロリプレイスメント

や中断の要求を認める。 

・選手交代の手続きを十分理解し，複数の交代，両チーム同時のケースについてスムーズに

行えるようにする。 

・タイムアウト（テクニカルタイムアウト）後，コートに入ることが遅い場合，ホイッスル

とシグナルで促す。繰り返す場合は遅延の罰則を適用するよう進言する。 

 

【スコアラー】 

（１）サービス順の確認，得点の確認をしながら，正確に記録をつける。疑わしいときは試合

を止め，アシスタントスコアラー等に確認をしてミスの無いようにする。 

（ＪＶＩＭＳがある場合は，その情報も参考にする） 

（２）ブザーがある場合，セット間終了はブザーで合図する。 

（３）選手交代は確実に選手番号（または○印）とその時の得点を記入する。 

・チームが複数の選手交代の要求をした場合は，最初に１度だけブザーを鳴らす。 

・同時に両チームから選手交代の要求があった場合は，片方のチームの選手交代を完了させ

た後，再度ブザーを鳴らしてからもう一方のチームの選手交代を行う。 

（４）記載ミスをした場合は，二重線で消す。主審と副審が確認したときに誤りがあったとき

は，スコアラーが修正する。 

（５）予備の記録用紙を準備する。 

 

【アシスタントスコアラー】 

（１）スコアラーと声を掛け合って，交代選手の番号や得点を確認し合う。 

（２）不法なリベロリプレイスメントがあれば，サービス許可のホイッスルのあと，すぐにブ

ザーを鳴らす。 

（３）タイムアウト，テクニカルタイムアウト中は，リベロの位置を副審に通告する。リベロ

が２人のチームの場合，リベロがコートにいるときは番号も副審に通告する。 

（４）スコアーボードの得点が正しいか確認する。 

（５）テクニカルタイムアウトの開始と終了を通告する。 

（６）予備のリベロコントロールシートを準備する。 

 

【ラインジャッジ】 

（１）担当するラインの判定を確実に行う。ボールコンタクトは，確実に見えた場合に限りフ

ラッグシグナルを示す。 

（２）アンテナに関わる判定方法やボールを取り戻す場合の判定方法を確認し，試合に臨む。 
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